
【別紙１】

教育目標 「心豊かで、たくましい児童の育成」

～ 知・徳・体の調和のとれた児童を育む ～

清水小学校の部活動は、児童の自主的な参加によって行われる。

運動や音楽に親しみ、学習意欲の向上や協力性、忍耐力、責任感

等を涵養すると共に学校教育目標が目指す資質・能力が育まれる

よう学校教育の一環として実施するものである。また、異年齢と

の交流の中で、児童同士や教師との好ましい人間関係の構築を図

ったり、自らの目標の達成に向けて粘り強く挑戦したりするなど

人間形成に資するものである。

本年度の部活動 （１）本年度設置する部活動

体育部（１１月７日の銚子市内小中学校親善体育大会に参加）

音楽部（１０月１８日の銚子市小中学校合同音楽会に参加）

（２）参加対象学年

４年生以上を対象とし、本人の自主的な意思により参加する。

部活動の基本方針 （１）部活動の意義

銚子市における運動部活動の方針（令和４年３月改定）に則

り、学校や児童の実態に応じ、自主性・自立性を尊重した指導

を実施する。複数の指導者で実施することにより、指導の一般

性や合理性に配慮すると共に、体罰やハラスメントの根絶を徹

底する。

（２）活動計画の作成

本方針に則り、顧問は毎月の活動計画表を前月末に作成し、

校長の承認を得た上で保護者に知らせる。

（３）休養日の設定

学期中は、平日に２日（月曜日、木曜日）、週末を休養日と

する。

夏季休業中は、活動を行わない。
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（４）適切な活動時間

練習時間は、平日２時間以内とする。

（５）事故防止

①事故防止のため、以下のことを行う。

・複数の指導者による指導

・活動前の施設、設備の安全確認

・活動前後の健康観察

・適度な休憩及び水分補給

・指導者は、下校後３０分間は学校に待機

②事故が起きた場合には、校内マニュアル（部活動時の事故）

に基づき対応する

（６）その他留意事項

①指導上の配慮

・児童の疲労状況や精神状況をしっかり把握しての活動。

・キャプテンや部長等、特定の児童への負担がかからない

配慮。

②いじめ等の防止

・望ましい人間関係の育成と児童への目配り等による適切

な集団づくり。

・学級担任や養護教諭等との連携により、様々な角度から

の児童の把握。

③感染症予防

・基本的な感染症対策に基づき活動。


